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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 39,804 29.4 1,109 57.6 1,014 51.0 528 17.0
22年3月期第2四半期 30,766 △35.5 704 △20.0 671 △14.5 451 2.6

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 60.98 ―
22年3月期第2四半期 52.11 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 38,132 22,462 58.9 2,591.83
22年3月期 38,324 22,326 58.3 2,576.16

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  22,462百万円 22年3月期  22,326百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 15.00 ― 15.00 30.00
23年3月期 ― 15.00
23年3月期 

（予想）
― 15.00 30.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 85,000 17.9 2,000 13.4 1,950 10.8 1,250 8.1 144.23



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）3ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 9,086,755株 22年3月期  9,086,755株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  420,114株 22年3月期  420,074株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 8,666,654株 22年3月期2Q 8,666,701株
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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

平成22年度第２四半期のわが国経済の状況は、前四半期における好調な企業収益が明らかとなり先行きに期待する

前向きなムードで始まりましたが、米国での財政出動の終了が経済指標の悪化となって現われたことから米経済の二

番底懸念、更なる金融緩和の思惑が浮上し、加えて燻り続けるユーロ圏諸国の財政不安も相俟って、消去法的な円高

と東京株式市場の低迷が現出しました。 

期の終盤には際限なき円高への対応として6年半振りとなる政府のドル買い・円売り介入も行われましたが、その

効果は短期間で剥落し緊急経済対策終了の悪影響も懸念され、正に日本経済は正念場を迎えております。 

こうした状況下、当社グループは電子部品業界を取り巻く種々環境の変化の影響を大きく受けましたが、顧客の海

外シフトを含めたアジアをメインとする海外商談の増加による伸長、また新規顧客及びリソースの開拓を推進した結

果、売上高は398億4百万円（前年同期比29.4％増）となりました。  

利益面では、売上総利益は前年同期比21.4%増加の28億81百万円、販売費及び一般管理費17億71百万円を差し引い

た営業利益は前年同期比57.6%増加の11億9百万円となりました。 

 営業外収益及び費用では仕入割引33百万円、為替差損1億43百万円等を計上した結果、経常利益では前年同期比

51.0%増の10億14百万円となっております。 

 特別利益及び損失では、投資有価証券の評価損を2億87百万円、資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額等を

特別損失として計上した結果、税金等調整前四半期純利益は7億11百万円となり、税金費用を控除して当四半期の

四半期純利益は前年同期比17.0%増加し5億28百万円となっております。 

セグメントの業績は次のとおりです。 

① 日本 

液晶デバイスの売上を中心に、売上高は179億99百万円、営業利益は6億78百万円となりました。 

② アジア 

液晶モジュール向けデバイスの売上を中心に、売上高は218億4百万円、営業利益は3億83百万円となりまし

た。 

(注)第１四半期連結会計期間からセグメント別の業績を記載したため、各セグメントの対前年同期比の計数は記載し

ておりません。 

また、各品目別の概況は次の通りであります。 

（液晶デバイス）   アミューズメント向け液晶デバイスが厳しい市況環境の変化により減少しましたが、携帯

電話向け小型液晶の販売増加により売上高は123億47百万円となりました(前年同期比

20.0％増)。 

（半導体・集積回路） アミューズメント用光半導体及び携帯電話向けカメラモジュールは減少しましたが、液晶

テレビ用デバイスの増加により、売上高は67億77百万円となりました(前年同期比14.3％

増)。 

（電子部品・その他） デジタルテレビ向けチューナーモジュールは低迷しましたが、アミューズメント向けモジ

ュール及び海外子会社における液晶モジュール向けデバイスの伸長により、売上高は203

億94百万円となりました(前年同期比44.1％増)。 

（生    産）     自社製品であるバックライトは、携帯電話向けの減少により、売上高は２億85百万円とな

りました(前年同期比27.6％減)。 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第２四半期末の連結総資産は、前連結会計年度末対比微減の381億32百万円（前連結会計年度末対比１億92百万

円、0.5%の減少）となりました。 

資産の部では、流動資産が346億54百万円で前連結会計年度末対比微増(前連結会計年度末対比2億91百万円、0.8%

の増加)しましたが、固定資産は投資有価証券の減損、固定資産の売却等により、34億77百万円（前連結会計年度末

対比4億84百万円、12.2%の減少）となりました。 

負債の部では負債合計が前連結会計年度末対比3億28百万円、2.1%減少し、156億69百万円となりました。社債の償

還を中心として、固定負債が5億17百万円減少したこと等によります。 

純資産の部では、純資産合計は224億62百万円、前連結会計年度末対比1億35百万円、0.6％の増加となりまし

た。 
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（３）連結業績予想に関する定性的情報 

当第２四半期の経営成績を踏まえ、平成22年10月21日付けで第2四半期連結累計期間の業績予想を修正してお

ります。また、平成23年3月期通期の連結業績予想については今後の業績の推移を検証して、修正が必要な場合は

適時開示致します。 

 

２．その他の情報 

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

 
（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

該当事項はありません。 

 

 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

１．会計処理基準に関する事項の変更 

第1四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年3月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年3月31日）を適用

しております。 

これにより、営業利益、経常利益はそれぞれ0百万円減少しており、税金等調整前四半期純利益は15百万円

減少しております。 

また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は22百万円であります。 

 
２．表示方法の変更 

(四半期連結損益計算書) 

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年3月24日 内閣府令第5号）の

適用により、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しており

ます。 
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 9,489 8,749

受取手形及び売掛金 19,075 16,630

商品及び製品 5,945 8,651

仕掛品 4 5

原材料 23 25

その他 188 376

貸倒引当金 △72 △76

流動資産合計 34,654 34,362

固定資産   

有形固定資産 1,838 1,892

無形固定資産 55 11

投資その他の資産   

その他 1,959 2,431

貸倒引当金 △376 △374

投資その他の資産合計 1,583 2,057

固定資産合計 3,477 3,961

資産合計 38,132 38,324

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 9,180 9,238

短期借入金 3,643 3,390

1年内償還予定の社債 620 620

未払法人税等 170 333

賞与引当金 154 151

役員賞与引当金 19 22

その他 442 284

流動負債合計 14,230 14,041

固定負債   

社債 310 620

退職給付引当金 469 533

資産除去債務 5 －

負ののれん 406 437

その他 247 365

固定負債合計 1,439 1,956

負債合計 15,669 15,997
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,086 3,086

資本剰余金 3,126 3,126

利益剰余金 17,586 17,187

自己株式 △571 △571

株主資本合計 23,228 22,829

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 140 248

繰延ヘッジ損益 － 1

為替換算調整勘定 △906 △753

評価・換算差額等合計 △765 △502

純資産合計 22,462 22,326

負債純資産合計 38,132 38,324
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 30,766 39,804

売上原価 28,392 36,923

売上総利益 2,374 2,881

販売費及び一般管理費 1,669 1,771

営業利益 704 1,109

営業外収益   

受取利息 3 3

受取配当金 8 9

仕入割引 42 33

負ののれん償却額 31 31

その他 7 16

営業外収益合計 93 93

営業外費用   

支払利息 45 29

為替差損 63 143

その他 16 15

営業外費用合計 125 188

経常利益 671 1,014

特別利益   

償却債権取立益 － 6

固定資産売却益 － 0

投資有価証券売却益 10 －

貸倒引当金戻入額 12 2

特別利益合計 22 9

特別損失   

早期割増退職金 33 －

固定資産売却損 － 7

固定資産除却損 0 0

投資有価証券評価損 15 287

投資有価証券売却損 5 －

減損損失 3 －

会員権売却損 － 0

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 14

貸倒引当金繰入額 － 2

特別損失合計 58 312

税金等調整前四半期純利益 636 711

法人税、住民税及び事業税 107 90

法人税等調整額 77 92

法人税等合計 184 183

少数株主損益調整前四半期純利益 － 528

四半期純利益 451 528
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（３）継続企業の前提に関する注記 

   該当事項はありません。 

 

（４）セグメント情報等 

【事業の種類別セグメント情報】 

前第2四半期連結累計期間（自 平成21年4月１日 至 平成21年9月30日） 

電子部品販売事業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の金額の合

計額に占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

 

【所在地別セグメント情報】 

前第2四半期連結累計期間（自 平成21年4月１日 至 平成21年9月30日） 

 
日本 

（百万円） 

アジア 

（百万円） 

計 

（百万円） 

消去又は全社 

（百万円） 

連結 

（百万円） 

売上高      

(1)外部顧客に対する売上高 15,557 15,209 30,766 - 30,766

(2)セグメント間の内部売上高又は

振替高 
4,478 223 4,702 (  4,702) -

計 20,036 15,432 35,469 (  4,702) 30,766

営業利益 404 255 659 44 704

 （注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

２．各区分に属する主な国又は地域の内訳は次のとおりであります。 

アジア・・・香港、台湾、シンガポール等 

 

【海外売上高】 

前第2四半期連結累計期間（自 平成21年4月１日 至 平成21年9月30日） 

 アジア その他 計 

Ⅰ 海外売上高（百万円） 7,953 7 7,960 

Ⅱ 連結売上高（百万円） - - 30,766 

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上

高の割合（％） 
25.9 0.0 25.9 

 （注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

２．各区分に属する主な国又は地域の内訳は次のとおりであります。 

アジア・・・香港、台湾、シンガポール等 

その他・・・オーストラリア等 

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

 
【セグメント情報】 

１．報告セグメントの概要 

    当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務諸表が入手可能であり、取締役会が、経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当社グループは、国内外で電子部品の販売をしております。したがって、当社は販売体制を基礎とした

地域別のセグメントから構成されており、「日本」、「アジア」の２つを報告セグメントとしております。 
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２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

     当第2四半期連結累計期間（自 平成22年4月1日 至 平成22年9月30日） 

                                           （単位：百万円） 

 報告セグメント 

 
日本 アジア 計 

調整額 

(注)１ 

四半期連結損益

計算書計上額 

(注)２ 

売上高      

外部顧客への売上高 17,999 21,804 39,804 - 39,804

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
4,775 374 5,150 ( 5,150) -

計 22,775 22,178 44,954 ( 5,150) 39,804

セグメント利益 678 383 1,062 46 1,109

   （注）１ セグメント利益の調整額46百万円は、主にセグメント間取引の消去によるものであります。 

            ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

      

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

    該当事項はありません。 

 

（追加情報） 

   第1四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21

年3月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平

成20年3月21日）を適用しております。  

 

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

   該当事項はありません。 
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